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論 文 内 容 の 要 旨
ツゲ科 (Buxaceae)ツゲ属 (BuxusLinn.)植物の莫郡, 小枝は古来欧米諸国において, 民間薬として




majorMakino〔- チジョウツゲ (御蔵島産)〕, B.KoreanaNakai〔韓国ツゲ (韓国)〕の菓部及び小枝
のメタノール抽出エキスを分離, 検索した結果,24種に及ぶアルカロイドを単離 した｡ このうち1種を除
く23種は新アルカロイ ドであり種々な実験を行い, それらの化学構造を明らかにした｡
(1) アルカロイ ドの抽出, 分離
ツゲアルカロイドの塩基度の差を利用 して, クエン酸々性水溶液からクロロホルム抽出されるものを弱
塩基 (一塩基) 性成分と称 し, 次いでアンモニアアルカリ性にしてクロロホルム抽出されるものを強塩基
(二堤基) 性成分と称 し, 各々の抽出成分について, 水又は70%エチルアミン水溶液で不活性化 したアル




cyclobuxine-D と類似する cyclopropane環を有する triterpenoidalkaloidであると推定 した｡ さらに
cyclomicrophyline-Cを Ruschig分解に付 し, 構造既知の cyclobuxine-D と化学的に相関々係を確立
し,cyclomicrophyline系アルカロイドの骨格構造を証明した｡ それと同時 に分子内に含まれる11個の
不斉炭素のうち6 個を決定 し, 次いで残る5 個の不斉炭素についても化学的, 分光学的にそれらの配置を
決定 した｡
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Cyclom icro p hyHin e - B Cyclomicrophyline-C
(3) Cyclomicrophylidine-A,dihydrocyclomicrophylidine-A,cyclomicrosineの構造







- 5 1 7 -
(4) Dihydrocyclomicrophyline-A,dihydrocyclomicrophyline-F,cvclobuxoxazineの構造







本塩基はホンツゲ, アサマツゲ, - チジョウツゲ, 韓国ツゲにいずれも共通 して含有する｡
特に- チジョウツゲの強塩基部の主成分である｡


























C y clobuxoplly llille
ⅩⅠⅩ
C y clobux oph yllinin e
(9) Cyclobuxoviridine,cyclomikuranineの構造
各々の構造に関しては合成的反応及び分光学的データより証明した｡ なおいずれも生合成的には二塩基











(ll) C ycloprotobuxine-A, -C の構造






(12) ツゲアルカロイ ドの NMRスペクトル及びマススペク トルの考察





これまでに単離, 構造決定 したツゲアルカロイ ドは全べて cyclopropane環を有 し, 母核 (A),(B),




アサマツゲより betulicacid,betulin,lupeol,mythylsyringate, 韓国ツゲより isoscopoletinを各









論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
ツゲ属植物は古来民間薬として使用され, また種々の中性ならびに塩基性成分の含有されることはすで
に知られているが, これまで本格的の化学構造研究はなされていなかった｡
著者はわが国産のホンツゲ (指宿産, 朝熊山産, 御蔵島産) ならびにカンコクツゲ (韓国産) の葉部お
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よび小枝を検索 した結果,24種のアルカロイ ドを単離, うち1種をのぞき何れも薪アルカロイ ドであるこ
とを知り, これらの化学構造を明らかにした｡
その結果まずツゲのアルカロイ ドはすべて cyclopropane環をその分子中に含む特有な型式の steroid
alkaloidであることを証明確認 しそれぞれの構造式を提出した｡ またこれらのアルカロイ ドおよびその誘
導体のNMRスペクトルおよびマススペク トルを検討 してその特徴を考察 した｡ またこれまでに単離され
化学構造の決定されたアルカロイ ドについて生合成的の見地からの相互関係を推論 した｡
本論文は薬学博士の学位論文として価値あるものと認定する｡
-523-
